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千葉セクション（チバニア
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（２）卒業研究、大学院修士および博士論文修了指導人数 

   ・卒業研究   3 名 

   ・大学院修士  2 名 

   ・大学院博士    名 

 

 

（３）教育業績（自己申告、テキストの作成など、授業の工夫など） 

    担当科目 

 （普遍）地学基礎実験 D，地球環境史 

 （学部）層序学概論 2，地質調査法，地史古生物学実験 I，地質学野外実験 I，地質学野外実験 II，地

史古生物学 I-1, I-2，卒業研究，地球科学演習 

 （大学院）層序学特論 2，地史古生物学 IV，地史古生物学 V，特別演習 I，特別研究 I, 特別演習 II，

特別研究 II 

 

 

（４）国際会議出席と招待リスト 

 

 

（５）新聞や雑誌等で報道された研究成果等（報道媒体，報道年月日，報道内容等） 

所
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職
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氏名 報道媒体 報道内容 年度 
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准

教

授 

亀尾浩司 テレビ，新聞等 

茨城大学，国立極地研，千葉大学，国立科学博物館を中心とする研究

グループが千葉県市原市にある地層「千葉セクション」を地質時代の

国際標準模式地として申請した件と，第一次の審査（第四紀部会のワ

ーキンググループ）によって，候補地として上位委員会に推薦された

件について，プレス発表を行った． 

29 
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所
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著者：野崎篤，間嶋隆一，亀尾浩司，坂井三郎，甲田篤郎，河潟俊吾，
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（７）国際共同研究（共同研究名，研究内容等） 

 

 

 

 



（８）地域・社会と連携した教育・研究活動，学会、国、県などへの協力，など 
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